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有明アーバンスポーツパーク整備運営事業報告書（令和 5年度） 

生活文化スポーツ局 

 

第 1 施設概要 

 

1. 住所 

東京都江東区有明一丁目 13番 7号 

 

2. 敷地面積等 

敷地 面積：31,119.73㎡ 

大会レガシーゾーン 

（広場含む。） 

面積：18,067.03㎡ 

①スケートボードパーク 

②3x3バスケットコート 

③ボルダー棟      等 

多目的ゾーン 面積：13,132.70㎡ 

①ランニングスタジアム 

②ロープアスレチック  等 

 

第 2 事業概要 

本事業においては、有明レガシーエリアにおいて、東京 2020 大会のレガシーとなるアーバ

ンスポーツを体感できる場として、大会レガシーゾーン、広場及び多目的ゾーンからなる本施

設を整備・運営することでスポーツによるにぎわいを創出する。 

本事業の実施に当たっては、民間の資金、経営能力及び技術的能力の活用を図り、民間と行

政とのパートナーシップの下で効率的・効果的に推進するため、「民間資金等の活用による公

共施設等の整備等の促進に関する法律」（平成 11年法律第 117号）に基づく PFI 事業として実

施する。 

 

1. 事業内容 

(1) 設計業務 

(2) 改修・建設工事業務 

(3) 工事監理業務 

(4) 開業準備業務 

(5) 維持管理業務 

(6) 運営業務 

(7) 原状回復業務 

 

2. 事業期間 

  令和 5年 6月 30日から令和 17年 5月 11日まで 
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3. 事業者 

Tokyo Sports Wellness Village 株式会社 

・代表企業 東京建物株式会社 

・参加企業 TSP太陽株式会社、株式会社日テレ アックスオン 

 
第 3 事業者の報告に基づく事業実績及び事業評価 

事業者による適正かつ確実な事業遂行がなされているかをモニタリングにより確認し、都が

評価した。 

 

1. 根拠 

〇民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成 11年法律第 117 号） 

 

2. 実施手順 

①事業者は、要求水準等の内容を満たしているかどうかセルフモニタリングを実施 

②都は、事業者によるセルフモニタリングの結果を受け、都の要求水準が満足されているか、財

務状況が悪化していないかについて、モニタリングを行う。 

③モニタリング結果を事業評価としてとりまとめ 

 

［モニタリング及び是正措置の流れ］ 
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3. 対象となる事業期間等 

対象となる事業期間等は以下のとおり。 

・令和 5年 6月 30日から令和 6年 3月 31日まで 

・設計業務、改修・建設工事業務、工事監理業務、開業準備業務 

 

4. 事業実績及び事業評価 

 

4.1 設計業務 

要求水準等に基づき業務が進んでおり、問題は認められない。事業者の報告に基づく、具体

的な事業実績は以下のとおり。 

 

(1)アーバンスポーツ施設及び管理施設の改修設計業務 

・バリアフリーに配慮し、周辺とフラットにつながるように設計した 3x3バスケットボール

上屋テントと屋外コート 1面を増設 

・構内及び工事関係者、第三者の安全確保と環境保全に十分配慮し、安全かつ効率的な工事

計画を立案 

(2)基盤施設の設計業務 

・植栽、駐車場、駐輪場等を設計 

(3)多目的施設の設計業務 

・多目的スポーツ利用も可能な屋根付きランニング施設、屋外アスレチック遊具、店舗棟、

エントランス等、周辺地区のにぎわい創出に資する施設や広場を設計 

・各施設へ多目的ゾーン中央の芝生広場から車いす等でも移動できるよう全面フラットに設

計 

 

4.2 改修・建設工事業務 

要求水準等に基づき業務が進んでおり、問題は認められない。事業者の報告に基づく、具体

的な事業実績は以下のとおり。 

 

(1)工事の着工前業務 

・SPC近隣対応責任者のもと、設計・施工責任者も参加する「近隣タスクフォース」を組成

し、令和 5年 12月に近隣説明会を実施 

【実施詳細】 

日時：令和 5年 12月 4日（月）19:00～20:00 

場所：有明スポーツセンターＡ棟 6階会議室 

(2)工事の期間中業務 

・令和 6年 1月より建設工事着工 

・関係法令及び工事の安全等に関する指針等を遵守し、設計図書及び工種別の施工計画に従

って施設の建設工事を実施 
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・工事車両の通行に当たり、周辺道路の状況を把握し、事前に道路管理者及び近隣住民等と

調整するとともに、運行速度、誘導員の配置、案内看板の設置及び道路の清掃等について

配慮を実施 

(3)工事のしゅん功時業務 

・対象となる事業期間において、工事中のためしゅん功時業務は発生していない。 

 

4.3 工事監理業務 

要求水準等書等に基づき業務が進んでおり、問題は認められない。事業者の報告に基づく、

具体的な事業実績は以下のとおり。 

 

(1)工事監理業務 

・定例会議等を通じ、工事が適切に実施され、進捗していることを確認するとともに、必要

に応じて、指示、是正勧告を実施 

・監理者が検査員として検査した内容を「検査記録」として作成 

(2)現場立会い業務 

・建設業務の主要な工程毎に現場立会いを行い、施工状況や品質の確認をして、「工事監理

業務作業内容」、「工事監理記録写真」を作成 

(3)定例会議の運営業務 

・上記工事監理業務について、原則、月 1回の現場定例会議を開催し、管理監督を実施 

・都、統括管理責任者、業務責任者を含めた定例連絡会議を原則、月 1回開催 

 

4.4 開業準備業務 

要求水準等に基づき業務が進んでおり、問題は認められない。開業に必要な検討等を開始し

ており、今後、開業へ向け具体化していくことが求められる。事業者の報告に基づく、具体的

な事業実績は以下のとおり。 

 

(1)広報・誘致・予約管理業務 

・令和 6年 1月よりメディア事業を営む構成企業内での周知活動を実施 

(2)利用規則の策定業務 

・利用規則の作成について東京都と協議し、開業までに策定 

(3)備品調達業務 

・調達すべき備品について東京都と協議し、開業までに調達 

(4)職員研修業務 

・施設運営で必要となるスキル・知識の習熟のための事業者独自の研修を、開業へ向けて計

画中 

(5)関係者との調整業務 

・円滑な引継ぎができるよう先行管理の受託者と面談を行い、調整を実施 

・令和 5 年 7月に、都が、施設開業へ向け、競技団体等から意見を聴取するために開催した

連絡協議会に参加 

【実施詳細】 



5 

 日 時：令和 5 年 7月 13日（木）14:30～15:40 

場 所：東京都庁 

 

(6)近隣対応業務 

・令和 6年 1月に有明アリーナにおいて都民体験会を実施 

【実施詳細】 

日 時：令和 6年 1月 7日（日）15:30～18:30 

令和 6 年 1月 8日（月）13:30～16:30 

場 所：有明アリーナ サブアリーナ 

来場者：約 1,650 名 

(7)その他の業務 

・令和 6年 2月よりネーミングライツの募集を開始 

 

4.4 財務状況 

施設の開業前であることから売上がなく、当期純損失が約 41 百万円となっているものの、

代表企業である東京建物からの短期借入金と資本金で賄っており、債務超過とはなっていない

ため、財務状況に問題は認められない。 

 

4.5 総合評価 

令和 5 年度は、令和６年 10 月の全面開業へ向け、設計業務、改修・建設工事業務、工事監

理業務及び開業準備業務を実施した。各業務について、都の要求水準が満たされており、財務

状況も債務超過とはなっておらず、問題は認められない。 

運営業務の開始に向け、引き続き要求水準を満たしていくことが求められる。 
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（参考）事業者の財務諸表 

 

1. 貸借対照表 
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2. 損益計算書 
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3. 販売費及び一般管理費 
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4. 株主資本等変動計算書 
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5. キャッシュ・フロー計算書 
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6. 監査報告書 
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